
3 月 4 日 ℃

※検証試験体

Ｄ1：かぶり30mm、寸法1050×1050mm

Ｄ2：かぶり10mm、寸法1050×1051mm

天候

対象構造物の概要

※検証試験体

技術番号

開発者名レーザー打音検査装置

試験で確認する
カタログ項目

カタログ分類

BR020016

試験場所

気温

福島ロボットテストフィールド

試験区分検出項目 標準試験

m/s1.614.4 風速

株式会社　フォトンラボ

計測精度

技術名

晴れ 試験日 令和3年

カタログ非破壊検査技術 うき

Ｄ1 Ｄ2

全体一般図 Ａ2橋台背面

写真-1 Ａ2橋台背面 写真-2 検証試験体

付録2-3-191



うきの総箇所数：18箇所

比較対象を得るため、
立会者による計測機器の設置状況

※検証供試体

試験方法（手順）

開発者による計測機器の設置状況

③

④

①

②

⑤

照射状況：レーザーから検証試験体までの距離4.0ｍ（写真-5）

取得したデータを車内のモニターで確認する。（写真-6）

後日、取得したデータよりうきの箇所を検出する。

検査車両の搬入、安全対策（保護メガネ着用、カラーコーンの設置等）（写真-3）

試験体近傍に配置した模擬体にレーザー照射して照射条件等を確認する。（写真-4）

技術番号 BR020016

写真-3 写真-4

写真-5 写真-6

保護メガネ

付録2-3-192



黒線：真値、青線：本技術

計測結果の比較

※計測結果

技術番号 BR020016

付録2-3-193



検出率＝正解個数のうち技術で検出できた個数／打音異常の正解個数
的中率＝当該技術で検出した打音異常のうち正解個数／当該技術で検出した個数（誤検出数含む）

検出率＝ 17箇所／18箇所＝0.94

的中率＝ 17箇所／18箇所＝0.94

※検出率、的中率

計測結果の比較 技術番号 BR020016

D１
真値番号 異常の正解個数 計測値番号 検出正解個数 的中正解個数 備考

① 1 ① 1 1
② 1 ② 1 1
③ 1 ③ 1 1
④ 1 ④ 1 1
⑤ 1 － - -
⑥ 1 ⑤ 1 1
⑦ 1 ⑦ 1 1
⑧ 1 ⑧ 1 1
⑨ 1 ⑨ 1 1
- - ⑥ 0 0 計測⑥、⑦で真値⑦
計 9 8 8

D２
真値番号 異常の正解個数 計測値番号 検出正解個数 的中正解個数 備考

① 1 ① 1 1
② 1 ② 1 1
③ 1 ③ 1 1
④ 1 ④ 1 1
⑤ 1 ⑤ 1 1
⑥ 1 ⑥ 1 1
⑦ 1 ⑦ 1 1
⑧ 1 ⑧ 1 1
⑨ 1 ⑨ 1 1
計 9 9 9

付録2-3-194



3 月 4 日 ℃

対象径間：第2径間 計測対象部材：主桁下面（上記　赤色内）

株式会社　フォトンラボ

14.4

技術番号 BR020016

技術名 レーザー打音検査装置 開発者名

対象構造物の概要

風速 1.6 m/s

試験場所 福島ロボットテストフィールド

カタログ分類 非破壊検査技術 カタログ 検出項目 うき

試験日 令和3年 天候 晴れ 気温

試験区分 現場試験

試験で確認する
カタログ項目

動作確認（精度以外）

全体一般図

対象：ＰＣ単純ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋

支間長：14.150m

写真-1 全体写真

写真-2 主桁

付録2-3-195



※計測対象部材：主桁下面（写真-7）

試験方法（手順） 技術番号 BR020016

① 安全対策：カーラーコーンの設置（写真-3）

② 安全対策：看板の設置（写真-4）

③ 検査車両の搬入（写真-5）

④ 照射状況：レーザーから検証試験体までの距離5.5ｍ（写真-6）

⑤ 後日、取得したデータよりうきの箇所を検出する。

開発者による計測機器の設置状況

比較対象を得るため、
立会者による計測機器の設置状況

写真-3 写真-4

写真-5 写真-6

写真-7

付録2-3-196



計測結果の比較 技術番号 BR020016

※計測結果

構造物までの距離︓約5.5m
打⾳レーザーのエネルギー︓1J、集光直径︓5mm（照射強度︓5 J/cm2)

共鳴振動の有無により、打⾳異常を検知する。
①は、健全と診断された波形であり、
②は共鳴振動が観測され波形で打⾳異常である。

付録2-3-197



3 月 24 日 ℃

対象径間：第2径間 計測対象部材：主桁下面（上記　赤色内）

アイセイ株式会社

21.1

対象構造物の概要

風速 5.3 m/s

試験場所 福島ロボットテストフィールド

カタログ分類 非破壊検査技術 カタログ 検出項目 剥離、変形

技術番号 BR020017

技術名 ３Ｄデータを活用した構造物の状態把握（剥離） 開発者名

試験日 令和3年 天候 晴れ 気温

試験区分 標準試験

試験で確認する
カタログ項目

計測レンジ
計測精度

全体一般図

対象：ＰＣ単純ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋

ＰＣ単純ﾌﾟﾚﾃﾝﾎﾛｰ桁橋

支間長：14.150m

写真-1 全体写真

写真-2 主桁

付録2-3-198



※計測対象部材：主桁下面（写真-7：①HG2,②TG3）

試験方法（手順） 技術番号 BR020017

① PCﾌﾟﾚﾝﾃT桁橋の剥離・鉄筋露出（写真-2）

② PCﾌﾟﾚﾃﾝﾎﾛｰ桁橋の剥離・鉄筋露出（写真-3）

③ 計測機器の設置（写真-4：地上型レーザースキャナー）

④ 計測状況：計測機器でPC桁の剥離・鉄筋露出を計測する。（写真-4）

⑤ 後日、計測結果から真値（写真-5）と比較する。

開発者による計測機器の設置状況

比較対象を得るため、
立会者による計測機器の設置状況

写真-2 写真-3

写真-4

写真-5

①

②

付録2-3-199



距離14mでの撮影を確認

①160×50×18mm ②160×60×20mm

　

計測結果の比較 技術番号 BR020017

※計測レンジ

※計測精度

　（１）真値

　(2)計測値

14m

付録2-3-200



（３）計測結果の比較

※真値はコンベックスによる寸法計測である。

計測結果の比較 技術番号 BR020017

計測精度= 𝑥𝑥1−𝑎𝑎 2+⋯+ 𝑥𝑥𝑛𝑛−𝑎𝑎 2

𝑛𝑛
＝5.52mm

付録2-3-201



3 月 24 日 ℃

対象径間：第2径間 計測対象部材：主桁下面（上記　赤色内）

試験区分 標準試験

試験で確認する
カタログ項目

計測レンジ
計測精度

剥離、変形

試験日 令和3年 天候 晴れ 気温

技術番号 BR020017

技術名 ３Ｄデータを活用した構造物の状態把握（剥離） 開発者名 アイセイ株式会社

21.1

対象構造物の概要

風速 5.3 m/s

試験場所 福島ロボットテストフィールド

カタログ分類 非破壊検査技術 カタログ 検出項目

全体一般図

対象：ＰＣ単純ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋

ＰＣ単純ﾌﾟﾚﾃﾝﾎﾛｰ桁橋

支間長：14.150m

写真-1 全体写真

写真-2 主桁

付録2-3-202



※計測対象部材：主桁下面（写真-6：①HG2,②TG3）

⑤ 後日、計測結果から真値と比較する。

開発者による計測機器の設置状況

比較対象を得るため、
立会者による計測機器の設置状況

② PCﾌﾟﾚﾃﾝﾎﾛｰ桁橋の剥離・鉄筋露出（写真-4）

③ 計測機器の設置（写真-5：地上型レーザースキャナー）

④ 計測状況：計測機器でPC桁の剥離・鉄筋露出を計測する。（写真-5）

試験方法（手順） 技術番号 BR020017

① PCﾌﾟﾚﾝﾃT桁橋の剥離・鉄筋露出（写真-3）

写真-3 写真-4

写真-5

写真-6

①

②

付録2-3-203



距離14mでの撮影を確認

①160×50×18mm ②160×60×20mm

（３）計測結果の比較

※真値はコンベックスによる寸法計測である。

※計測レンジ

　

計測結果の比較 技術番号 BR020017

※計測精度

　(2)計測値

　（１）真値

検２：剥離寸法② 体積：203㎤

橋軸直角方向 断面 橋軸方向 断面

検１：剥離寸法① 体積：214㎤

橋軸直角方向 断面 橋軸方向 断面

橋軸 橋軸直角 深さ
mm mm mm

真値 160 50 18
計測値 162 63 21

差 -2 -13 -3
比率 0.988 0.794 0.857

真値 160 60 20
計測値 161 63 20

差 -1 -3 0
比率 0.994 0.952 1.000

HG2

TG3②

①

計測精度= 𝑥𝑥1−𝑎𝑎 2+⋯+ 𝑥𝑥𝑛𝑛−𝑎𝑎 2

𝑛𝑛
＝5.66mm

14m

付録2-3-204



3 月 24 日 ℃

アイセイ株式会社

21.1

技術番号 BR020017

技術名 ３Ｄデータを活用した構造物の状態把握（剥離） 開発者名

対象構造物の概要

風速 5.3 m/s

試験場所 福島ロボットテストフィールド

カタログ分類 非破壊検査技術 カタログ 検出項目 剥離、変形・欠損

試験日 令和3年 天候 晴れ 気温

試験区分 現場試験

試験で確認する
カタログ項目

動作確認
（精度以外）

全体一般図

写真-1 全体写真

付録2-3-205



試験方法（手順） 技術番号 BR020017

① 計測機器の設置（写真-2，3，4：地上型レーザースキャナー）

② 計測状況：計測機器で主桁上の鋼板の形状を計測する。（写真-2）

③ 計測状況：計測機器で袖擁壁上の鋼板の形状を計測する。（写真-3）

④ 計測状況：計測機器でPC桁の剥離・鉄筋露出を計測する。（写真-4）

⑤ 後日、計測結果から検出項目毎に整理する。

開発者による計測機器の設置状況

写真-2 写真-3

写真-4

付録2-3-206



計測結果の比較 技術番号 BR020017

※計測結果

　（1）主桁上の鋼板の形状

付録2-3-207



計測結果の比較 技術番号 BR020017

　（2）袖擁壁上の鋼板の変形

付録2-3-208



　（3）PC橋の剥離

計測結果の比較 技術番号 BR020017

付録2-3-209



3 月 24 日 ℃

対象径間：第2径間 計測対象部材：主桁下面（上記　赤色内）

アイセイ株式会社

21.1

技術番号 BR020017

技術名 ３Ｄデータを活用した構造物の状態把握（剥離） 開発者名

対象構造物の概要

風速 5.3 m/s

試験場所 福島ロボットテストフィールド

カタログ分類 非破壊検査技術 カタログ 検出項目 剥離、変形

試験日 令和3年 天候 晴れ 気温

試験区分 標準試験

試験で確認する
カタログ項目

計測レンジ
計測精度

全体一般図

対象：ＰＣ単純ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋

ＰＣ単純ﾌﾟﾚﾃﾝﾎﾛｰ桁橋

支間長：14.150m

写真-1 全体写真

写真-2 主桁

付録2-3-210



※計測対象部材：主桁下面（写真-6：①HG2,②TG3）

試験方法（手順） 技術番号 BR020017

① PCﾌﾟﾚﾝﾃT桁橋の剥離・鉄筋露出（写真-3）

② PCﾌﾟﾚﾃﾝﾎﾛｰ桁橋の剥離・鉄筋露出（写真-4）

③ 計測機器の設置（写真-5：地上型レーザースキャナー）

④ 計測状況：計測機器でPC桁の剥離・鉄筋露出を計測する。（写真-5）

⑤ 後日、計測結果から真値（写真-5）と比較する。

開発者による計測機器の設置状況

比較対象を得るため、
立会者による計測機器の設置状況

写真-3 写真-4

写真-5

写真-6

①

②

付録2-3-211



距離14mでの撮影を確認

①160×50×18mm ②160×60×20mm

　

計測結果の比較 技術番号 BR020017

※計測レンジ

※計測精度

　（１）真値

　(2)計測値

14m

付録2-3-212



（３）計測結果の比較

※真値はコンベックスによる寸法計測である。

計測結果の比較 技術番号 BR020017

計測精度= 𝑥𝑥1−𝑎𝑎 2+⋯+ 𝑥𝑥𝑛𝑛−𝑎𝑎 2

𝑛𝑛
＝5.52mm

付録2-3-213



3 月 24 日 ℃

対象径間：第2径間 計測対象部材：主桁下面（上記　赤色内）

アイセイ株式会社

21.1

技術番号 BR020017

技術名 ３Ｄデータを活用した構造物の状態把握（剥離） 開発者名

対象構造物の概要

風速 5.3 m/s

試験場所 福島ロボットテストフィールド

カタログ分類 非破壊検査技術 カタログ 検出項目 剥離、変形

試験日 令和3年 天候 晴れ 気温

試験区分 標準試験

試験で確認する
カタログ項目

計測レンジ
計測精度

全体一般図

対象：ＰＣ単純ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋

ＰＣ単純ﾌﾟﾚﾃﾝﾎﾛｰ桁橋

支間長：14.150m

写真-1 全体写真

写真-2 主桁

付録2-3-214



※計測対象部材：主桁下面（写真-6：①HG2,②TG3）

試験方法（手順） 技術番号 BR020017

① PCﾌﾟﾚﾝﾃT桁橋の剥離・鉄筋露出（写真-3）

比較対象を得るため、
立会者による計測機器の設置状況

② PCﾌﾟﾚﾃﾝﾎﾛｰ桁橋の剥離・鉄筋露出（写真-4）

③ 計測機器の設置（写真-5：地上型レーザースキャナー）

④ 計測状況：計測機器でPC桁の剥離・鉄筋露出を計測する。（写真-6）

⑤ 後日、計測結果から真値（写真-5）と比較する。

開発者による計測機器の設置状況

写真-3 写真-4

写真-5

写真-6

①

②

付録2-3-215



距離14mでの撮影を確認

①160×50×18mm ②160×60×20mm

（３）計測結果の比較

※真値はコンベックスによる寸法計測である。

※計測精度

　（１）真値

　(2)計測値

計測結果の比較 技術番号 BR020017

※計測レンジ

　

検２：剥離寸法② 体積：203㎤

橋軸直角方向 断面 橋軸方向 断面

検１：剥離寸法① 体積：214㎤

橋軸直角方向 断面 橋軸方向 断面

橋軸 橋軸直角 深さ
mm mm mm

真値 160 50 18
計測値 162 63 21

差 -2 -13 -3
比率 0.988 0.794 0.857

真値 160 60 20
計測値 161 63 20

差 -1 -3 0
比率 0.994 0.952 1.000

HG2

TG3②

①

計測精度= 𝑥𝑥1−𝑎𝑎 2+⋯+ 𝑥𝑥𝑛𝑛−𝑎𝑎 2

𝑛𝑛
＝5.66mm

14m

付録2-3-216



3 月 24 日 ℃

アイセイ株式会社

21.1

技術番号 BR020017

技術名 ３Ｄデータを活用した構造物の状態把握（剥離） 開発者名

対象構造物の概要

風速 5.3 m/s

試験場所 福島ロボットテストフィールド

カタログ分類 非破壊検査技術 カタログ 検出項目 剥離、変形・欠損

試験日 令和3年 天候 晴れ 気温

試験区分 現場試験

試験で確認する
カタログ項目

動作確認
（精度以外）

全体一般図

写真-1 全体写真

付録2-3-217



試験方法（手順） 技術番号 BR020017

① 計測機器の設置（写真-2，3，4：地上型レーザースキャナー）

② 計測状況：計測機器で主桁上の鋼板の形状を計測する。（写真-2）

③ 計測状況：計測機器で袖擁壁上の鋼板の形状を計測する。（写真-3）

④ 計測状況：計測機器でPC桁の剥離・鉄筋露出を計測する。（写真-4）

⑤ 後日、計測結果から検出項目毎に整理する。

開発者による計測機器の設置状況

写真-2 写真-3

写真-4
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計測結果の比較 技術番号 BR020017

※計測結果

　（1）主桁上の鋼板の形状
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計測結果の比較 技術番号 BR020017

　（2）袖擁壁上の鋼板の変形
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　（3）PC橋の剥離

計測結果の比較 技術番号 BR020017
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10 月 11 日 ℃

対象径間：第6径間

対象桁：海側6桁

計測箇所配置 16cmｘ53cmの計測範囲を各桁68箇所割り付け

BR020018

コニカミノルタ株式会社

対象構造物の概要

技術名

m/s3.623.6 風速曇り時々晴れ試験日 令和1年 天候

技術番号

開発者名磁気による鋼材破断の非破壊検査法(SenrigaN)

試験で確認する
カタログ項目

カタログ分類 カタログ非破壊検査技術 破断

鋼材破断検出

試験場所

気温

某橋梁（新潟県）

試験区分検出項目 　-

全体一般図

西側

東側

山
側

対象：プレテンT桁橋

支間長：20ｍ

海
側

山
側

写真-１ 全体写真

海
側

東側
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１．計測手順

２．判定結果

技術番号 BR020018試験方法（手順）

開発者による計測機器の設置状況

③

④

⑥

計測機器等の搬入（計測装置、磁石ユニット、タブレット）

計測箇所をマーキングする（テープ貼り）

計測箇所マーキングに沿って磁石ユニットで擦り、内部鋼材を着磁する（写真-1）

計測箇所マーキングに沿って計測装置を設置して計測する（写真-2）

解析結果から、PC鋼材の破断有無を評価する。

①

②

⑤ 計測結果を確認する（計測データをタブレットで確認・写真-3）

写真-1 着磁 写真-2 計測

写真-3 計測結果確認

的中率＝損傷と判定されてもののうち、正解個所数／真値の損傷個所数

＝4／4

＝1.00
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調査対象 : G1

計測箇所 : 25

計測機器 : SN10002

計測ID : TRIAL_39

判定 : 異物あり

備考 : X軸４・５番センサ22㎝付近 から右側（赤破線枠）に、破断やスターラップとは異なる波形。

異物と思われる。

技術番号 BR020018計測結果の比較

※計測結果（抜粋）

金属片
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調査対象 : G6

計測箇所 : 33

計測機器 : SN10002

計測ID : TRIAL_30

判定 : 破断あり

備考 : Z軸２番センサ33cmにS字波形、X軸の同位置に下凸（破線赤枠）。典型的な破断波形。

計測結果の比較 技術番号 BR020018

※計測結果（抜粋）

付録2-3-225



調査対象 : G3

計測箇所 : 65

計測機器 : SN10002

計測ID : TRIAL_19

判定 : 破断あり

備考 : Z軸３番センサ32cmあたりにS字、Y軸の同位置に下凸。上の例よりも弱い破断波形。

計測結果の比較

※計測結果（抜粋）

技術番号 BR020018
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調査対象 : G6

計測箇所 : 34

計測機器 : 10002

計測ID : TRIAL_29

判定 : 破断なし

備考 : 全センサ約18cmにスタラップ波形が見えるが、典型的な健全波形。

計測結果の比較 技術番号 BR020018

※計測結果（抜粋）
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調査対象 : G3

計測箇所 : 57

計測機器 : SN10002

計測ID : TRIAL_57

判定 : 破断あり

備考 : Z２番センサ13cmあたりに弱いS字、Y軸の同位置に弱い下凸。

※計測結果（抜粋）

計測結果の比較 技術番号 BR020018
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5 月 14 日 ℃

試験区分 　-

試験で確認する
カタログ項目

鋼材破断検出

対象構造物の概要

風速 3.6 m/s

試験場所 施工技術総合研究所　（静岡県富士市）

カタログ分類 非破壊検査技術 カタログ 検出項目 破断

試験日 令和3年 天候 晴れ 気温

コニカミノルタ株式会社

23.7

技術番号 BR020018

技術名 磁気による鋼材破断の非破壊検査法(SenrigaN) 開発者名

全体一般図（計測対象の構造）

調査対象3-1 調査対象3-2 調査対象3-3

写真-1 供試体3（鋼材・スタラップ墨出し後）

調査対象3-1

調査対象3-2

調査対象3-3

PC鋼線 （12Φ7mm）
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計測箇所

判定結果

⑤ 解析結果から、PC鋼材の破断有無を評価する

開発者による計測機器の設置状況

② RCレーダーを用いて鋼材位置を特定し、墨出しラインを描く（テープ貼り・写真-1）

③ 鋼材の墨出しラインに沿って磁気ストリーム法で計測する（写真-2、-3）

④ 計測結果を確認する（計測データをタブレットで確認・写真-4）

試験方法（手順） 技術番号 BR020018

① 計測機器等の搬入（計測装置、磁石ユニット、磁石ガイド、RCレーダー、タブレット）

写真-3 計測写真-2 計測装置の設置 写真-4 計測結果確認

磁石ユニットと、計測装置のセンサ３をPC鋼材上に、各計測箇所を計測装置の中央に合わせる

調査対象3-1 780 1100 1400 1690 1990 2290 2590 2890 3180 3480

調査対象3-2 780 1100 1400 1690 1990 2290 2590 2890 3180 3480

調査対象3-3 780 1100 1400 1690 1990 2290 2590 2890 3180 3480

判定結果

計測の中央 780 1100 1400 1690 1990 2290 2590 2890 3180 3480 mm

調査対象3-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

調査対象3-2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

調査対象3-3 〇 〇 〇 〇 ✖ 〇 〇 〇 〇 〇

計測結果　〇：破断なし　✖：破断あり

写真-5 計測箇所
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供試体管理者のNEXCO総研に結果を報告し、内部鋼材の状態について回答を得た。

その結果、判定結果と整合していることを確認した。（PC鋼材の配置と状態の図を参照）

計測箇所の追加

開発者による計測機器の設置状況 技術番号 BR020018

調査対象3-1

写真-6 計測箇所(中央部)

健全

PC鋼材の配置と状態

調査対象3-2

調査対象3-3

調査対象3-1

調査対象3-2

調査対象3-3

破断を検出した調査対象3-3の1990mmの左右150mmを

追加で計測し、破断信号の位置が移動するか確認。

写真-7 追加の計測箇所(中央部)

的中率＝損傷と判定されてもののうち、正解個所数／真値の損傷個所数

＝1／1

＝1.00
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調査対象 : 3-1

計測箇所 : 1990

計測機器 : SN00002

計測ID : 120_43

判定 : 破断なし

備考 : 深さ方向 (Z軸) のセンサ１波形がセンサ2～4と異なるのは、センサ1に近い主筋の影響。

またセンサ2～5に、スタラップに起因する波形のゆらぎが見えるが、破断波形はない。

計測結果の比較 技術番号 BR020018

※計測結果（抜粋）

調査対象3-1

付録2-3-232



調査対象 : 3-2

計測箇所 : 1990

計測機器 : SN00002

計測ID : 120_54

判定 : 破断なし

備考 : センサ1～5に、スタラップに起因する波形のゆらぎが見えるが、破断波形は見られない。

グラウト未充填は、本計測の対象外。

計測結果の比較 技術番号 BR020018

※計測結果（抜粋）

調査対象3-2
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調査対象 : 3-3

計測箇所 : 1990

計測機器 : SN00002

計測ID : 120_65

判定 : 破断あり

備考 : 27cmを中心に深さ方向 (Z軸) のセンサ3中心に急減衰、短辺方向 (Y軸) のセンサ3を中心に

絞り込みが見られる。　図2に示す破断位置で典型的な破断波形を示している。

※計測結果（抜粋）

計測結果の比較 技術番号 BR020018

急減衰

絞り込み

調査対象3-3
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調査対象 : 3-3

計測箇所 : 1840（破断を捉えた1990の左側150mm位置）

計測機器 : SN00002

計測ID : 120_71

判定 : 破断あり

備考 : 確認のため、計測装置を1990から左にずらして計測。　破断波形の位置も移動することを確認。

計測結果の比較 技術番号 BR020018

※計測結果（抜粋）

急減衰

絞り込み

調査対象3-3
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調査対象 : 3-3

計測箇所 : 2140（破断を捉えた1990の右側150mm位置）

計測機器 : SN00002

計測ID : 120_72

判定 : 破断あり

備考 : 確認のため、計測装置を1990から右にずらして計測。　破断波形の位置も移動することを確認。

※計測結果（抜粋）

計測結果の比較 技術番号 BR020018

急減衰

絞り込み

調査対象3-3
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3 月 25 日 ℃

対象径間：第2径間 計測対象部材：主桁下面

試験区分 現場試験

試験で確認する
カタログ項目

動作確認（精度以外）

対象構造物の概要

風速 1.6 m/s

試験場所 福島ロボットフィールド

カタログ分類 非破壊検査技術 カタログ 検出項目 破断

試験日 令和3年 天候 晴れ 気温

コニカミノルタ株式会社

18.4

技術番号 BR020018

技術名 磁気による鋼材破断の非破壊検査法(SenrigaN) 開発者名

全体一般図

写真-1 全体写真

対象：ﾌﾟﾚﾃﾝT桁橋、ﾌﾟﾚﾃﾝﾎﾛｰ桁橋

支間長：14.150m

断面図
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⑤ 後日、計測ﾃﾞｰﾀを解析し、ＰＣ鋼材の破断の有無を評価する。

開発者による計測機器の設置状況

② 計測位置のマーキング（写真-3：ﾌﾟﾚﾃﾝT（左）、ﾌﾟﾚﾃﾝﾎﾛｰ（右））

③ 計測状況：測定箇所に磁石で磁場を与える。（写真-4）

④ 計測状況：③後に測定器で計測する。（写真-5）（写真-6：計測作業：ﾌﾟﾚﾃﾝT（左）、ﾌﾟﾚﾃﾝﾎﾛｰ（右））

試験方法（手順） 技術番号 BR020018

① 計測機器等の搬入（写真-2：測定機器、磁石）

写真-2 写真-3

写真-4 写真-5

写真-6 写真-7
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※ＰＣ鋼材の配置

プレテンT桁橋（G1桁）

プレテンﾎﾛｰ桁橋T桁橋（G2桁）

比較対象を得るため、
立会者による計測機器の設置状況

技術番号 BR020018
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※計測結果

計測結果の比較 技術番号 BR020018

ﾌﾟﾚﾃﾝT桁（計測箇所；：6面）

ﾌﾟﾚﾃﾝﾎﾛｰ桁（計測箇所；：12面）
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計測結果の比較 技術番号 BR020018

※計測結果

・漏洩磁束法の原理
計測面に磁石を接触させて移動させ、磁石が発する磁力で内部鋼材に磁気を帯びさせる。これを
着磁と呼ぶ。着磁された鋼材からの漏洩磁力を計測し、破断部に生じる磁場変化の有無を捉える
仕組み（図1-1）

内部鋼材に破断がある場合には、破断箇所にＳ極とＮ極が生じる。深さ方向の磁場において、破
断左側のＳ極で凹型の波形変化が生じ、破断右側のＮ極で凸型の波形変化が生じる。この変化
をつなげると、下がって上がるＳ字形状の波形となる。この特徴波形を捉えることで破断位置を特
定する。
（図1-2）

図1-1 漏洩磁束法の原理

図1-2 深さ（Z）方向の破断波形のイメージ

（センサ3 緑色ラインで捉えた鋼材が破断）
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計測結果の比較 技術番号 BR020018

※計測結果（抜粋）：ポステンＴ桁（1面）
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※計測結果（抜粋））：ポステンＴ桁（2面）

計測結果の比較 技術番号 BR020018
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計測結果の比較 技術番号 BR020018

※計測結果（抜粋））：ポステンＴ桁（6面）
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※計測結果（抜粋）：ﾌﾟﾚﾃﾝﾎﾛｰ桁（1面）

計測結果の比較 技術番号 BR020018
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計測結果の比較 技術番号 BR020018

※計測結果（抜粋）：ﾌﾟﾚﾃﾝﾎﾛｰ桁（6面）
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※計測結果（抜粋）：ﾌﾟﾚﾃﾝﾎﾛｰ桁（7面）

計測結果の比較 技術番号 BR020018
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※計測結果（抜粋）：ﾌﾟﾚﾃﾝﾎﾛｰ桁（12面）

計測結果の比較 技術番号 BR020018
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11 月 18 日 ℃

　－

試験で確認する
カタログ項目

計測性能（性能値）

対象構造物の概要

カタログ分類 非破壊検査技術 カタログ 検出項目
グラウト未充填（弾性波
の振幅、伝播速度）

試験区分

グラウト充填状況が既知の供試体5本

供試体は１本あたり、長さ10ｍ・高さ
30cm・幅27.5cm・重量 約1.9ｔ

風速 6 m/s

試験場所 某敷地内（東京都） 構造物名 PC桁供試体（5本）

試験日 令和６年 天候 くもり 気温 14

技術番号 BR020019

技術名 衝撃弾性波法による横締めグラウト充填調査 開発者名

一般財団法人首都高速道
路技術センター
首都高速道路株式会社
アイレック技建株式会社

右からA0,B25,C50,D75,E100
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開発者による計測機器の設置状況

③ 鉄板をハンマーで打撃し、1供試体につき、片側１０回、両側で計２０回の伝播波計測を行う。

④ 伝搬速度を算出、波形解析（高周波成分の有無の確認）を行い、PCグラウト充填状況を判定する。

試験方法（手順） 技術番号 BR020019

②
端部コンクリートの片側に接触媒質を塗布し、鉄板を押し当て、もう片面の端部コンクリ―トに接触媒質を塗
布し、受信用センサーを押し当てる。

① オシロスコープを据え置き、各センサーとアンプを接続後、配線する。

打撃

受信

波形収録

供試体全景

検証全景

モニター（オシロスコー 増幅器 電源

打撃側 当て金具 受信側
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※供試体は工場にて製作。製作時の立会いは無

比較対象を得るため、
立会者による計測機器の設置状況

技術番号 BR020019

受信

打撃

波形収録

立会者
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1.伝搬速度について

2.高周波成分について

　高周波成分が計測されるものは未充填と判定する。上図には、A0～E100供試体の波形の一例を示す。今
回の調査において、Ａ0供試体では高周波が計測されたが、Ｂ25～Ｅ100の供試体で高周波が計測されな
かった。
Ｂ25～Ｅ100の供試体で高周波が計測されなかったのは、供試体が2024年4月に設置され、かつ活荷重等を
受けていないためシース孔内のグラウトが健全であるためと考えられる。

　以上より、伝搬速度と高周波成分の2つの情報から判断すると、グラウト充填状況が50％までは未充填と
判定された。グラウト充填状況が75％以上のものは充填と判定された。

計測結果の比較 技術番号 BR020019

　衝撃弾性波の理論的にはグラウト充填度が高いほど、伝播速度および音速が小さな値を示し遅くなること
が想定されたが、調査結果は、Ｖ(Ａ0 ) ＞ Ｖ(Ｂ25) ＞ Ｖ(Ｃ50) ＞ Ｖ(Ｄ75) ＜ Ｖ(Ｅ100)
ととなり、Ｄ75（75％充填）とＥ100（100％充填）の間で想定とは異なる結果となった。ただし、その差分は6.04
（ｍ/ｓ）であり、100％充填の方が遅い速度となるとはいえない。
結論として、充填度0％～75％までは衝撃弾性波による調査が有効であり、75％以上充填されている場合に
は、充填度と音速の間に明確な相関関係を確認することができなかった。

A0 B25

C50 D75

E100
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4 月 16 日 ℃

橋梁形式：プレテンＰＣ単純合成桁橋・2連

対象径間：第1径間 計測対象部材：ＰＣ横締め鋼材（端部、中間）

BR020019

一般財団法人首都高速道
路技術センター
首都高速道路株式会社
アイレック技建株式会社

技術名

技術番号

開発者名衝撃弾性波法による横締めPCグラウト充填調査

試験で確認する
カタログ項目

カタログ分類 カタログ非破壊検査技術 グラウト未充填

計測精度

試験場所

気温

某橋梁（東京都）

試験区分検出項目 　　-

m/s-- 風速晴れ試験日 令和3年 天候

対象構造物の概要

断面図

写真-1 全体写真
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技術番号 BR020019試験方法（手順）

開発者による計測機器の設置状況

③

④

⑤

計測機器の搬入（写真-2：ドリル、給水ポンプ、電源）

削孔作業（写真-3：端横桁）

削孔状況（写真-4：中間横桁）

削孔状況（写真-5：端横桁）

削孔部をファイバースコープで撮影し、ＰＣグラウト充填状況を確認する。

①

②

写真-2 写真-3

写真-4 写真-5
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技術番号 BR020019
比較対象を得るため、

立会者による計測機器の設置状況

※削孔位置
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※計測精度

技術番号 BR020019

　横締め4.59mを確認

計測結果の比較

※計測レンジ
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技術番号 BR020019計測結果の比較
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4 月 13 日 ℃

橋梁形式：プレテンＰＣ単純合成桁橋・2連

対象径間：第1径間 計測対象部材：ＰＣ横締め鋼材（端部、中間）

試験区分 現場試験

試験で確認する
カタログ項目

動作確認

対象構造物の概要

風速 - m/s

試験場所 某橋梁（東京都）

カタログ分類 非破壊検査技術 カタログ 検出項目 グラウト未充填

試験日 令和3年 天候 晴れ 気温

一般財団法人首都高速道
路技術センター
首都高速道路株式会社
アイレック技建株式会社

-

技術番号 BR020019

技術名 衝撃弾性波法による横締めPCグラウト充填調査 開発者名

断面図

写真-1 全体一般図
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⑤ 後日、計測結果を解析し、ＰＣグラウトの充填・未充填を評価する。

開発者による計測機器の設置状況

② ＰＣ定着部の確認：電磁波レーダで位置を確認する。

③ 計測状況：ＰＣ定着頭部をハンマーで叩きＡＥセンサで計測する。（写真-4）

④ 計測状況：ＡＥセンサによる弾性波をＰＣモニターで確認し、データを保存する。（写真-5）

試験方法（手順） 技術番号 BR020019

① 計測機器の搬入（写真-2：電磁波レーダ）（写真-3：ＡＥセンサ、ハンマー、あて鋼板）

写真- 写真-

写真- 写真-
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比較対象を得るため、
立会者による計測機器の設置状況

技術番号 BR020019

Ａ
Ｂ

中間横桁 ②、③ 端横桁 ④
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今回計測した結果得られた受信波形のうち、代表的な波形を以下に示す。

計測結果の比較 技術番号 BR020019

※計測結果

付録2-3-261



計測結果の比較 技術番号 BR020019
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3 月 24 日 ℃

原子燃料工業株式会社

13.5

技術番号 BR020020

技術名 AEセンサを用いたデジタル打音検査（PCグラウト充填） 開発者名

対象構造物の概要

風速 - m/s

試験場所 国総研　部材保管庫

カタログ分類 非破壊検査技術 カタログ 検出項目 PCグラウト未充填

試験日 令和4年 天候 晴れ 気温

試験区分 標準試験

試験で確認する
カタログ項目

計測精度

・PCググラウト未充填を模擬した供試体にて、未充填箇所を検出した。（写真-1～-4）　）

写真-1：D-2供試体

写真-2：D-4供試体

写真-4：D-7供試体

写真-3：D-5供試体

図-1：D-2供試体 側面図

図-2：D-4供試体 側面図

図-3：D-5供試体 側面図

図-4：D-7供試体 側面図(一部）
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② 測定箇所をチョーキングする。

③ ＡＥセンサをタブレット末端に接続する。

④ 対象物にAEセンサを押し付け、ハンマーで打音する。

⑤ AEセンサから取得したデータを記録者がタブレット端末にて、確認する。

⑥

試験方法（手順） 技術番号 BR020020

① 計測装置”AEセンサ、ハンマー”を搬入する。

後日、取得したデータより不健全箇所を検出

開発者による計測機器の設置状況

AEセンサ

計測ボックス

タブレットPC

ハン

写真-5

写真-6 写真-7
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※計測精度

比較対象を得るため、
立会者による計測機器の設置状況

技術番号 BR020020

図-5：D-2供試体 グラウト未充填範囲図

図-6：D-4供試体 グラウト未充填範囲

図-7：D-7供試体 グラウト未充填範囲図

図-8：D-7供試体 グラウト未充填範囲図
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計測結果の比較 技術番号 BR020020

※計測精度

D-2 計測結果

開発者

リファレンス

D-4 計測結果

D-5 計測結果

開発者

リファレンス

開発者

リファレンス

0. 1 0 . 2 0 .3 0. 4 0 . 5 0 .6 0. 7 0. 8 0 . 9 1 1. 1 1 . 2 1 .3 1. 4 1. 5 1 . 6 1. 7 1. 8 1 . 9 2 2. 1 2 . 2 2 .3 2. 4 2. 5 2 . 6 2 .7 2. 8 2 . 9 3 3. 1 3 . 2 3 .3 3. 4 3. 5 3 . 6 3 .7 3. 8 3 . 9 4 4. 1 4 . 2 4 . 3 4. 4 4. 5 4 . 6 4 .7 4. 8 4 . 9 5 5. 1 5. 2 5 . 3 5. 4 5. 5 5 . 6 5 .7 5. 8 5 . 9 6 6. 1 6. 2 6 . 3 6 .4 6. 5 6 . 6 6 .7 6. 8 6 . 9

10 ｃｍ程度上側 7007 7090 7244 7268 7234 7024 6804 6928 7234 7236 7231 7217 7222 7152 7174 7111 6916 6831 6906 6903 6926 6874 7111 7121 7262 7250 7252 7271 7256 7261 7265 7298 7298 7258 6928 7031 7038 7029 7162 7113 7111 7210 7213 7217 7215 7286 7293 7292 7135 7111 7120 6923 7112 7110 6921 7233 7038 7039 6884 7031 7293 7057 7094 7102 7287 7269 7256 7269 6969

直上 6422 6369 6402 6412 6478 6486 6930 6932 7198 7079 7090 7194 7192 7190 7174 7158 6902 6901 6905 6906 6917 6340 6335 7140 7140 7133 7115 7113 7115 7143 7129 7029 7029 7034 6944 6938 7089 7085 7091 7149 7151 7153 7147 7127 7108 7118 7099 7098 6826 6831 6851 6869 6869 6867 7022 7030 7046 7046 7038 7041 6993 6252 6306 6310 6818 6812 6312 6794 6797

10 ｃｍ程度下側 7011 6999 7050 7080 7021 7078 6999 7196 7194 7080 7087 7196 7185 7188 7113 7136 6896 6894 6892 6899 6914 6291 6330 7120 7134 7124 7112 7111 7105 7138 7198 7027 7163 7032 6950 6953 7086 7084 7081 7144 7148 7149 7149 7143 7113 7171 7198 7102 6775 6777 6833 6889 6884 6880 7019 7023 7143 7163 6751 6999 6987 6977 6299 6249 6620 6628 7033 6788 6789

左端からの距離 [m]

ケーブル
直上から
の距離

D-2

充填不足

ケーブル左端は充填不足の可能性あり。／左端から2.2 m程度で下側に部分的に異常／ ケーブル右端

はグラウト充填不足若しくは、ケーブル下側に異常あり

充填不足

0 .1 0. 2 0. 3 0 . 4 0 .5 0. 6 0. 7 0 . 8 0 .9 1 1. 1 1 . 2 1 .3 1. 4 1. 5 1 . 6 1 .7 1. 8 1. 9 2 2 .1 2 .2 2. 3 2 . 4 2 . 5 2 .6 2. 7 2 . 8 2 . 9 3 3. 1 3 . 2 3 . 3 3 .4 3. 5 3. 6 3 . 7 3 .8 3. 9 4 4 . 1 4 .2 4. 3 4. 4 4 . 5 4 .6 4. 7 4. 8 4 . 9 5 5. 1 5. 2 5 . 3 5 .4 5. 5 5. 6 5 . 7 5 .8 5. 9 6 6 . 1 6 .2 6. 3 6. 4 6 . 5 6 .6 6. 7 6. 8 6 . 9

10 ｃｍ程度上側 7231 7099 7241 7258 7249 7250 7284 7155 7278 7251 7258 7286 7269 7161 7266 7266 7298 7177 7159 7298 7122 7170 6903 7059 7269 7142 7257 7246 7148 7261 7298 7100 6811 6979 7054 7298 7292 7295 7287 7298 7298 7239 7220 7049 7257 7074 7286 7298 7084 6969 7265 7273 7262 7298 7298 7298 7293 7287 7290 7298 7257 7228 7298 7298 7127 7263 7047 7158 6999

直上 6751 6613 6621 6672 6529 6533 6988 6996 7022 7025 7041 7170 7178 7166 7154 7069 7070 7069 7065 7065 7176 7173 7194 7071 7078 7087 7198 7193 7161 6991 7003 7053 6896 6971 7017 7019 7028 7051 7065 7074 7072 7126 7026 7028 7014 7154 7146 7148 7173 7172 7164 7126 7133 7133 7170 7169 7172 7133 7130 7126 7129 7175 7175 6355 6730 6728 6355 7157 6862

10 ｃｍ程度下側 6744 6721 6525 7198 7198 7198 7198 7196 7101 7094 7080 7123 7162 7143 7144 7063 7067 7064 7064 7062 7177 7176 7178 7084 7082 7079 7198 7198 7153 7025 7012 7161 6891 6971 7018 7019 7031 7034 7064 7069 7071 7019 7029 7029 7015 7157 7143 7140 7184 7169 7150 7126 7130 7132 7136 7170 7170 7130 7122 7129 7173 7169 7167 7198 6725 6725 6716 6762 6211

ケーブル
直上から
の距離

左端からの距離 [m]
D-４

充填不足 充填不足

ケーブル左端は充填不足の可能性あり。／ケーブル右端はグラウト充填不足若しくは、ケーブル下側に異

常あり

ケーブル左端は下側に異常あり。／左端から１ｍ程度の箇所で下側に部分的に異常あり。／中央部は全体

的に異常あり。／ケーブル右端は上側に異常とグラウト充填不足の可能性あり。

0. 1 0. 2 0 .3 0 . 4 0. 5 0 . 6 0 . 7 0. 8 0 . 9 1 1. 1 1. 2 1 . 3 1. 4 1. 5 1 . 6 1. 7 1. 8 1 . 9 2 2. 1 2 . 2 2 . 3 2. 4 2 . 5 2 . 6 2. 7 2. 8 2 . 9 3 3. 1 3 . 2 3 . 3 3. 4 3 . 5 3 . 6 3. 7 3 . 8 3 . 9 4 4. 1 4 . 2 4. 3 4. 4 4 . 5 4. 6 4. 7 4 . 8 4 . 9 5 5 . 1 5 . 2 5. 3 5 . 4 5 . 5 5. 6 5. 7 5 . 8 5. 9 6 6 . 1 6. 2 6. 3 6 . 4 6 . 5 6. 6 6 . 7 6 . 8 6. 9

10 ｃｍ程度上側 7280 7134 6845 7139 7095 7090 7092 7225 7132 7204 7086 7257 7252 7181 6837 7290 7259 7288 6810 6941 6903 6878 7023 6988 6565 6570 6285 6764 6719 6517 6632 7295 7186 6623 6363 6608 6398 6677 7251 7255 7298 6463 6564 7293 7298 7061 7080 7061 7010 6998 7075 7057 7285 7243 7126 7183 6763 6747 6731 6772 6729 6851 7120 7207 7284 7298 7289 7064 7109

直上 7027 6845 6838 7249 7257 7255 7257 7185 7190 7190 7153 7283 7281 7285 7293 7298 7118 7127 6967 6985 7000 6989 6994 6698 6709 6199 6338 6694 6916 6918 6926 6737 6850 6399 6355 6818 6784 6754 6679 6842 6488 6502 6461 6515 6706 6718 7005 7061 7040 6879 6850 7054 7194 7198 7198 7198 7198 7198 7146 7148 7153 7153 7151 6450 6460 6462 6568 6577 6872

10 ｃｍ程度下側 6337 6610 6490 6443 7087 7114 7130 7184 7183 7186 6512 6501 7187 7189 7189 7109 7111 7151 6996 6982 7001 6990 6678 6699 6199 6199 6286 6631 7008 7005 6921 6733 6246 6400 6350 6746 6728 6746 6685 6848 6497 6502 6502 6381 6705 6711 6724 7068 6668 6884 6861 7067 7050 7198 7198 7198 7198 7198 7198 7198 7139 7147 7102 7083 7182 7198 7183 7192 7056

ケーブル
直上から
の距離

D-５
左端からの 距離 [ m]

充填不足
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※計測精度

計測結果の比較 技術番号 BR020020

CS
1

CS2

CS3

開発者

リファレンス

D-7 計測結果

CS2の定着部近傍は充填不足の可能性あり。

供試体

D2 2箇所／2箇所 1.00 2箇所／2箇所 1.00
D4 1箇所／1箇所 1.00 1箇所／2箇所 0.50
D5 1箇所／1箇所 1.00 1箇所／1箇所 1.00
D7 1箇所／1箇所 1.00 1箇所／1箇所 1.00

合計 5箇所／5箇所 1.00 5箇所／6箇所 0.83

検出率
（検出正解個数／異常の正解個数）

的中率
（的中正解個数／検出個数）
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3 月 15 日 ℃

橋梁形式：単純ＰＣポステンＴ桁橋・2連

対象径間：第2径間 計測対象部材：ＰＣ横締め鋼材（A2G1桁、A2G10桁）

原子燃料工業株式会社

23.1

技術番号 BR020020

技術名 AEセンサを用いたデジタル打音検査（PCグラウト充填） 開発者名

対象構造物の概要

風速 0.1 m/s

試験場所 実橋

カタログ分類 非破壊検査技術 カタログ 検出項目 ＰＣグラウト未充填

試験日 令和4年 天候 曇り 気温

試験区分 現場試験

試験で確認する
カタログ項目

動作確認（精度以外）

断面図

写真-1 全体写真

G1 G10

中央分離帯側 歩道側
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試験方法（手順） 技術番号 BR020020

① 計測機器の搬入（写真-2：リックサック、打音ハンマー、計測ボックス＋波形処理装置、電磁波レーダー）

② 電磁波レーダーでＰＣシース位置出し（写真-3）

③ 測定位置のチョーキング（写真-4：Ｇ１0桁）

④ 計測状況（写真5：Ｇ１桁（中分側）、写真-6：Ｇ１0桁（歩道側））

⑤ 後日、計測結果からグラウト未充填の有無を評価する。

開発者による計測機器の設置状況

写真-2 写真-4

写真-5

写真-3

写真-6
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Ｇ1桁（中央分離帯側）：4本（写真-7）

Ｇ10桁（歩道側）：4本（写真-8）

比較対象を得るため、
立会者による計測機器の設置状況

技術番号 BR020020

※ＰＣシース配置

写真-7 写真-8

中央分離帯側 歩道側
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　①G1桁

計測結果の比較 技術番号 BR020020

（１）電磁波レーダを用いたPCシース位置の測定

　②G10桁
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　②G10桁

計測結果の比較 技術番号 BR020020

（２）計測結果

　①G1桁
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3 月 9 日 ℃

対象径間：第2径間 計測対象部材：車道部路面

蔦井株式会社

16.1

技術番号 BR020021

技術名 路面打音検査システム Ｔ．Ｔ．Ｃａｒ 開発者名

対象構造物の概要

風速 1.9 m/s

試験場所 福島ロボットテストフィールド

カタログ分類 非破壊検査技術

試験日 令和4年 天候 晴れ 気温

試験区分 現場試験

試験で確認する
カタログ項目

動作確認（精度以外）

カタログ 検出項目 舗装の異常

全体一般図

写真-1 全体写真

対象：ＰＣ単純ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋

支間長：14.150m
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第2径間：車道部路面（写真-6） 桁下状況（写真-7）

※叩き点検で車道部（黄色枠内）舗装の異常を確認する。（写真-6、写真-7）

試験方法（手順） 技術番号 BR020021

① 準備作業（調査ラインの設定）（写真-2）

⑤ 計測終了後、測定機器を撤去する。

開発者による計測機器の設置状況

比較対象を得るため、
立会者による計測機器の設置状況

② 準備作業（計測機器：T.T.Carの搬入）（写真-3）

③
キャルブレーション（ハンマーによる叩き点検で健全部を判断し、測定機器の音圧レベル（境界値：19dB) を
設定する。）（写真-4）

④ 測定状況（調査ラインに沿って計測機器を移動させ、計測する。）（写真-5）

写真-2 写真-3

写真-4 写真-5

写真-6 写真-7
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　わずかに異音が検知されたが、アスファルト内の軽微な空隙、あるいはまとまった範囲で検知されてないことから
ノイズ（誤検知）と考えられ、床版上部及びアスファルト層と床版境界付近には劣化はないと判断した。（打音検査
平面図参照）

計測結果の比較 技術番号 BR020021

※計測結果：

【ソノグラフ】

打音検査平面図

：異常箇所
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1 月 16 日 ℃

蔦井株式会社

3.8

技術番号 BR020021

技術名 路面打音検査システム Ｔ．Ｔ．Ｃａｒ 開発者名

対象構造物の概要

風速 - m/s

試験場所 国土技術政策総合研究所　部材保管用施設

カタログ分類 非破壊検査技術 カタログ 検出項目 床版劣化

試験日 令和7年 天候 晴れ 気温

試験区分 標準試験

試験で確認する
カタログ項目

計測精度

※検証試験体

終点側起点側

全体一般図

写真-1 検証試験体（架台上）

床版厚：20cm

損傷大：400mm×400mm

写真-2 検証試験体（床上）
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安全のため、舗装面側から計測する技術については、検証試験体を床に置いて試験を実施

試験方法（手順） 技術番号 BR020021

① 計測機器の搬入（写真-３、４）

② 調査ラインの設定（墨出し）（写真-５）

③ 調査ラインに沿って計測機器を移動させ、計測する（６分割：写真-６）

④ 計測データの確認（写真-７）

⑤ -

開発者による計測機器の設置状況

写真-3 写真-4

写真-5 写真-6

写真-７
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■データ取得手段（移動手段）：手押し型機器、徒歩　　　■移動距離：機器5ｍ、徒歩5ｍ（６分割で計測）

検出率＝32%（当該技術で検出した正解損傷面積：A／正解損傷面積：C）

的中率＝16%（当該技術で検出した正解損傷面積：B／当該技術で検出した損傷面積（誤検出含む）：C）

比較対象を得るため、
立会者による計測機器の設置状況

技術番号 BR020021

※検証供試体

計測結果の比較

※計測結果

床版厚：20cm

損傷大：400mm×400mm
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※計測結果

計測結果の比較 技術番号 BR020021
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3 月 9 日 ℃

※検証試験体

Ｄ1：かぶり30mm、寸法1050×1050mm

Ｄ2：かぶり10mm、寸法1050×1051mm

株式会社　テクニカル・シ
ンク

計測精度

技術名

晴れ試験日 令和4年

カタログ非破壊検査技術 うき

技術番号

開発者名赤外線分析による損傷箇所の検出技術

試験で確認する
カタログ項目

カタログ分類

BR020022

試験場所

気温

福島ロボットテストフィールド

試験区分検出項目 標準試験

m/s2.710.8 風速天候

対象構造物の概要

※検証試験体

Ｄ1 Ｄ2

全体一般図 Ａ2橋台背面

写真-1 Ａ2橋台背面 写真-2 検証試験体
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うきの総箇所数：18箇所

技術番号 BR020022

⑤

比較対象を得るため、
立会者による計測機器の設置状況

※検証供試体

試験方法（手順）

開発者による計測機器の設置状況

③

④

①

②

赤外線カメラで試験体D2を撮影（写真-5）

取得したデータをモニターで確認（写真-6）

後日、取得したデータよりうきの箇所を検出する。

赤外線カメラの設置（写真-3,4）

赤外線カメラで試験体D1を撮影（写真-5）

写真-3 写真-4

写真-5 写真-6
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黒線：真値、青線：本技術

技術番号 BR020022計測結果の比較

※計測結果
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検出率＝正解個数のうち技術で検出できた個数／打音異常の正解個数
的中率＝当該技術で検出した打音異常のうち正解個数／当該技術で検出した個数（誤検出数含む）

検出率＝ 17箇所／18箇所＝0.94

的中率＝ 18箇所／19箇所＝0.95

計測結果の比較 技術番号 BR020022

※検出率、的中率

D２
真値番号 異常の正解個数 計測値番号 検出正解個数 的中正解個数 備考

① 1 ① 1 1
② 1 ⑤ 1 1
③ 1 ⑧ 1 1
④ 1 ② 1 1
⑤ 1 ⑥ 1 1
⑥ 1 ⑨ 1 1
⑦ 1 ③ 1 1
⑧ 1 ⑦ 1 1
⑨ 1 ⑩ 1 1
- - ④ 0 0 計測④、⑤で真値②
計 9 10 9 9
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3 月 9 日 ℃

対象径間：第2径間 計測対象部材：高欄（左右）、Ｔ桁桁下面、床版橋下面

対象構造物の概要

カタログ 検出項目 うき

試験日 令和4年 天候

技術番号 BR020022

技術名 赤外線分析による損傷箇所の検出技術 開発者名

試験で確認する
カタログ項目

動作確認（精度以外）

株式会社　テクニカル・シ
ンク

晴れ 気温 10.8

試験区分 現場試験

風速 2.7 m/s

試験場所 福島ロボットテストフィールド

カタログ分類 非破壊検査技術

全体一般図

写真-1 全体写真

対象：ＰＣ単純ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋

ＰＣ単純ﾌﾟﾚﾃﾝＴ桁橋

支間長：14.150m
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⑤ 後日、取得したデータよりうきの箇所を検出する。

開発者による計測機器の設置状況

② 撮影状況：赤外線カメラで高欄（右）を撮影（写真-4）

③ 撮影状況：赤外線カメラで床版橋下面を撮影（写真-5）

④ 撮影状況：赤外線カメラでＴ桁床版下面を撮影（写真-6）

試験方法（手順） 技術番号 BR020022

① 赤外線カメラの設置（写真-3）

写真-3 写真-4

写真-5 写真-6
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損傷の可能性の有る箇所

計測結果の比較 技術番号 BR020022

※計測結果

①高欄（右）
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損傷の可能性の有る箇所

②高欄（左）

計測結果の比較 技術番号 BR020022
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損傷の可能性の有る箇所

③Ｔ桁橋下面

計測結果の比較 技術番号 BR020022
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計測結果の比較 技術番号 BR020022
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計測結果の比較 技術番号 BR020022
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損傷の可能性の有る箇所

計測結果の比較 技術番号 BR020022

④床版橋下面
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計測結果の比較 技術番号 BR020022
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計測結果の比較 技術番号 BR020022
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